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その他のタイトル Delay tolerant networking technology: the


















































となる TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）技術の設計の
中では，極端に長い通信遅延時間，頻繁なパケット損，間欠的な通信リンクの出現，などが発生する通信環境は想定
されておらず，情報通信を必要とする環境の著しい多様化に対応するためには拡張が必要である．惑星間インターネッ
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トワーク （DTN：Delay Tolerant Networking）とは，この
ような従来の TCP/IP 技術の制約に対する問題認識から
発生した技術領域である．遅延だけが問題ではないので，



















































































































































Research Task Force）の中の研究グループ DTNRG（The 












現在，IRTF/DTNRG によって採択された RFC（Request 
for Comments）として，DTN アーキテクチャ全体の概要










RFC 4838, 5050 は，バンドル （Bundle） と呼ばれる可
変長データのエンドツーエンドでの転送を制御するオー
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   場合に採用
ハイブリッド形中継転送方式（4.3）［23］～［25］
・決定的中継転送方式と確率的中継転送方式



























































































































































































































































































































































団 NFS の FIND（the Future Internet Design initiatives）に
よる新世代ネットワーク技術の基礎研究プロジェクトの
一つである「Postcards from the Edge: A Cache-and-Forward 
Architecture for the Future Internet」では，蓄積形転送技術
の汎用アーキテクチャとしての側面が考察された［34］．
それが発展し，昨年 9 月には NFS の新世代インターネッ
トアーキテクチャ（Future Internet Architecture） 研究プロ
グラムの一つとして，移動する通信主体を第一級の対象
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